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湯山小学校
9月 29日

2

体協の秋季運動会、福祉団体体育
大人まで、元気はつらつと競技さ



3

スポーツの秋を迎え、各小学校・
祭が開催されました。子どもから
れ、楽しい秋の一日になりました。

福祉団体
10月６日

岩野小学校
9月 29日
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○
金
婚
式
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
式
の
表
彰

　
　

金
婚
式
（
結
婚
50
年
）　　
　
　

  

13
組

　
　

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
（
結
婚
60
年
）
７
組

○
市
房
ダ
ム
湖
周
辺
整
備
計
画
に
つ
い
て

　
　

熊
本
県
・
熊
本
県
企
業
局
・
球
磨
地
域

振
興
局
に
要
望

○
定
住
促
進
宅
地
分
譲
（
宮
田
）
に
つ
い
て

　
　

公
募
に
よ
り
４
区
画
の
う
ち
３
区
画
が

決
定

　
　○
公
立
多
良
木
病
院
の
医
師
招
聘
に
つ
い
て

　
　

医
師
不

足
に
よ
る

地
域
医
療

を
守
る
た

め
、
自
治

医
科
大
学

の
関
連
組

織
で
あ
る

地
域
医
療

振
興
協
会

に
協
議
を

依
頼
し
た
。

○
第
29
回
人
吉
球
磨
童
話
発
表
大
会
に
つ
い

て

　
　

湯
山
小
学
校
４
年
郷
悠
稀
（
は
る
き
）

さ
ん
が
、
昨
年
に
続
き
最
優
秀
賞
に
輝
い

た
。

第３回９月定例会

〜　

第
三
セ
ク
タ
ー
調
査
特
別
委
員
会
を
設
置　

〜

第２号

　

平
成
25
年
第
３
回
（
９
月
）
定
例
会
が
９
月
10
日
か
ら
13
日
ま
で
の
４
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
人
事
案
件
１
件
、

条
例
１
件
、
報
告
１
件
、
専
決
処
分
事
項
の
承
認
２
件
、
25
年
度
各
会
計
補
正
予
算
３
件
、
24
年
度
各
会
計
決
算
８
件
な

ど
が
提
案
さ
れ
、
慎
重
に
審
議
さ
れ
た
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
・
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
決
算
で
２
５
，
０
５
７
千
円
の
損
失
を
計
上
し
た
（
株
）
み
ず
か
み
に
つ
い
て
、
議
長
発
議
に
よ
る
「
第

三
セ
ク
タ
ー
調
査
特
別
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、
決
算
状
況
と
今
後
の
改
善
計
画
に
つ
い
て
調
査
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま

し
た
。

　

一
般
質
問
に
は
、
３
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
執
行
部
へ
の
考
え
を
質
し
ま
し
た
。

《
村
長
諸
般
の
報
告
》

《
村
長
諸
般
の
報
告
》

《
村
長
諸
般
の
報
告
》

《
教
育
長
諸
般
の
報
告
》

《
教
育
長
諸
般
の
報
告
》

《
教
育
長
諸
般
の
報
告
》

県土木部長に要望書を提出する廣瀬村長

球磨郡公立多良木病院

前列左が郷悠稀さん
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○
中
英
杯
熊
本
大
会
（
中
学
生
英
語
ス
ピ
ー

チ
大
会
）
に
つ
い
て

　
　

水
上
中
学
校
２
年
の
那
須
優
希
（
ゆ
う

き
）
さ
ん
が
、
１
年
生
か
ら
３
年
生
を
含

む
全
体
ト
ッ
プ
の
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
。

○
中
学
生
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
県

予
選
大
会
に
つ
い
て

　
　

ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ス
ロ
ー
に
出
場
し
た
水

上
中
３
年
の
小
原
基
広（
も
と
ひ
ろ
）君
は
、

６
０
メ
ー
ト
ル
２
５
を
投
げ
見
事
優
勝
。

10
月
25
日
か
ら
横
浜
市
で
行
わ
れ
る
ジ
ュ

ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
本
戦
に
出
場
す
る
。

○
教
育
委
員
会
委
員
の
選
任
同
意
に
つ
い
て

　
　

尾
前
和
明
氏
（
本
野
）
を
選
任
す
る
こ

と
に
同
意
し
ま
し
た
。

○
水
上
村
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　
　

今
年
３
月
に
制
定
し
た
政
治
倫
理
条
例

の
10
月
１
日
か
ら
の
施
行
に
伴
い
、
政
治

倫
理
審
査
会
の
委
員
の
報
酬
に
つ
い
て
追

加
し
た
も
の
で
す
。
会
長
４
，
４
０
０
円
、

委
員
４
，
１
０
０
円
、
学
識
経
験
者
１
２
，

０
０
０
円
（
弁
護
士
な
ど
）

○
平
成
25
年
度
水
上
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

《　

人　

事　

案　

件　

》

《　

人　

事　

案　

件　

》

《　

人　

事　

案　

件　

》

《　

条　
　

例　

》

《　

条　
　

例　

》

《　

条　
　

例　

》

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
９
，
４
１
０
万

円
を
追
加
し
、
総
額
を
２
７
億
４
，

３
３
５
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
７
月
の
梅
雨
前

線
豪
雨
に
よ
る
江
代
地
区
の
村
道
片
地
横

才
線
災
害
復
旧
工
事
７
，
１
０
０
万
円
な

ど
を
追
加
計
上
し
ま
し
た
。

○
平
成
25
年
度
水
上
村
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
４
２
６
万
円

を
追
加
し
、
総
額
を
３
億
８
，
８
７
６
万

円
と
す
る
も
の
で
す
。

○
平
成
25
年
度
水
上
村
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
２
１
２
万
円

を
追
加
し
、
総
額
を
４
億
３
，
２
１
２
万

円
と
す
る
も
の
で
す
。

○
平
成
24
年
度
水
上
村
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定

○
平
成
24
年
度
水
上
村
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
平
成
24
年
度
水
上
村
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
平
成
24
年
度
水
上
村
農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
平
成
24
年
度
水
上
村
下
水
道
事
業
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

《　

予　
　

算　

》

《　

予　
　

算　

》

《　

予　
　

算　

》

決　

算　

認　

定

決　

算　

認　

定

決　

算　

認　

定

○
平
成
24
年
度
水
上
村
介
護
保
険
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
平
成
24
年
度
水
上
村
林
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
平
成
24
年
度
水
上
村
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

　
　

い
ず
れ
も
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

○
平
成
24
年
度
水
上
村
財
政
健
全
化
判
断
比

率
の
報
告
に
つ
い
て

　
　

財
政
健
全
化
法
に
基
づ
き
監
査
委
員
の

意
見
を
付
し
て
報
告
が
あ
り
、
い
ず
れ
も

早
期
健
全
化
基
準
を
下
回
っ
て
お
り
良
好

と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

○
「
森
林
吸
収
源
対
策
及
び
地
球
温
暖
化
対

策
に
関
す
る
地
方
の
財
源
確
保
の
た
め
の

意
見
書
採
択
」
に
関
す
る
陳
情
に
つ
い
て

　
　

森
林
吸
収
源
対
策
な
ど
の
地
球
温
暖
化

対
策
に
取
り
組
む
た
め
の
恒
久
的
・
安
定

的
な
財
源
確
保
を
講
ず
る
こ
と
が
急
務
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
陳
情
書
を
採
択

し
、
意
見
書
が
内
閣
総
理
大
臣
等
へ
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

○
道
州
制
導
入
反
対
に
関
す
る
意
見
書
に
つ

い
て

　
　
「
道
州
制
へ
の
移
行
の
た
め
の
改
革
基
本

《　

報　
　

告　

》

《　

報　
　

告　

》

《　

報　
　

告　

》

《　

陳　

情　

書　

》

《　

陳　

情　

書　

》

《　

陳　

情　

書　

》

法
案
」
が
衆
議
院
内
閣
委
員
会
に
お
い
て

閉
会
中
審
査
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

陳
情
書
を
採
択
し
、
意
見
書
が
内
閣
総
理

大
臣
等
へ
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

○
専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
（
平
成
25
年
度
水
上
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
））

○
議
員
派
遣
の
件
に
つ
い
て

○
継
続
審
査
申
出
書
に
つ
い
て

《　

そ　

の　

他　

》

《　

そ　

の　

他　

》

《　

そ　

の　

他　

》

７
月
16
日
開
催

第
２
回
臨
時
会

○
平
成
25
年
度
水
上
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
１
，
３
０
０
万

円
を
追
加
し
、
総
額
を
２
６
億
４
，

９
０
０
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
　

７
月
の
梅
雨
前
線
豪
雨
に
よ
る
災
害
復

旧
に
係
る
測
量
設
計
調
査
委
託
料
を
追
加

計
上
し
ま
し
た
。

○
継
続
審
査
申
出
書
に
つ
い
て

《　

予　
　

算　

》

《　

予　
　

算　

》

《　

予　
　

算　

》

《　

そ　

の　

他　

》

《　

そ　

の　

他　

》

《　

そ　

の　

他　

》
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平成24年度　水上村会計別決算総括表

会　計　別 区分 予算現額 決算額
予算現額に対する決
算額比較増減額（繰
越明許費を含む）

予算現額に対する決
算額の比較（％）

一般会計
歳　　　入 2,898,020,000 2,916,379,139 18,359,139 100.63%
歳　　　出 2,898,020,000 2,643,623,903 △ 254,396,097 91.22%

歳入歳出差引減額 272,755,236

国民健康保険
特別会計

歳　　　入 392,666,000 399,221,670 6,555,670 101.67%
歳　　　出 392,666,000 337,710,145 △ 54,955,855 86.00%

歳入歳出差引減額 61,511,525

簡易水道事業
特別会計

歳　　　入 44,924,000 45,097,521 173,521 100.39%
歳　　　出 44,924,000 40,516,579 △ 4,407,421 90.19%

歳入歳出差引減額 4,580,942

農業集落排水事業
特別会計

歳　　　入 52,430,000 52,610,315 180,315 100.34%
歳　　　出 52,430,000 50,881,384 △ 1,548,616 97.05%

歳入歳出差引減額 1,728,931

下水道事業特別会計
歳　　　入 52,970,000 52,612,995 △ 357,005 99.33%
歳　　　出 52,970,000 48,356,160 △ 4,613,840 91.29%

歳入歳出差引減額 4,256,835

介護保険特別会計
歳　　　入 326,745,000 324,597,741 △ 2,147,259 99.34%
歳　　　出 326,745,000 311,382,645 △ 15,362,355 95.30%

歳入歳出差引減額 13,215,096

林業集落排水事業
特別会計

歳　　　入 9,100,000 9,105,390 5,390 100.06%
歳　　　出 9,100,000 8,628,490 △ 471,510 94.82%

歳入歳出差引減額 476,900

後期高齢者医療
特別会計

歳　　　入 28,427,000 28,527,649 100,649 100.35%
歳　　　出 28,427,000 27,879,703 △ 547,297 98.07%

歳入歳出差引減額 647,946

総　合　計
歳　　　入 3,805,282,000 3,828,152,420 22,870,420 100.60%
歳　　　出 3,805,282,000 3,468,979,009 △ 336,302,991 91.16%

歳入歳出差引減額 359,173,411

（単位：円）

歳入

歳出

地方譲与税 40,485,055 円 1.39%
利子割交付金 247,000 円 0.01%
配当割交付金 168,000 円 0.00%
株式譲渡金 42,000 円 0.00%
地方消費税交付金 18,672,000 円 0.64%
自動車取得税交付金 8,805,000 円 0.30%
地方特例交付金 304,000 円 0.01%

議会費 64,346,210 円 2.43%

諸支出費 27,729,000 円 1.05%

災害復旧費
108,936,405 円 
4.12%

公債費
368,541,296 円 
13.94%

商工費 
114,479,811 円 4.33%

消防費 
78,819,613 円
2.98%

交通安全対策交付金 566,000 円 0.02%
分担金及び負担金 28,165,336 円 0.97%

使用料及び手数料 27,014,841 円 0.93%

国庫支出金
169,493,920 円
 5.81%

国庫支出金
169,493,920 円
 5.81%

国庫支出金
169,493,920 円
 5.81%

県支出金
184,183,668 円 6.32%
県支出金
184,183,668 円 6.32%
県支出金
184,183,668 円 6.32%

財産収入 7,991,097 円 0.27%
寄附金 565,000 円 0.02%
繰入金 50,119,462 円 1.72%

繰越金
289,879,850 円
9.94%

繰越金
289,879,850 円
9.94%

繰越金
289,879,850 円
9.94%

諸収入
35,151,237 円
1.21%

地方交付税
1,599,554,000 円
54.85%

総務費
582,581,774 円
22.04%

民生費
394,455,169 円
14.92%

衛生費
137,336,606 円
5.20%農林水産業費

292,625,492 円
11.07%

土木費
250,570,638円
9.48%

教育費
223,201,889円
8.44%

村税
208,519,673 円
7.15%

村債
246,452,000 円
8.45%

村債
246,452,000 円
8.45%

村債
246,452,000 円
8.45%

平成 24年度　歳入歳出表　一般会計
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第
三
セ
ク
タ
ー
に
つ
い
て

第
三
セ
ク
タ
ー
「
株
式
会
社
み
ず
か

み
」
は
、
過
去
10
年
ぐ
ら
い
赤
字
経

営
と
な
っ
て
い
る
が
、
平
成
24
年
度
の
決
算

状
況
及
び
赤
字
総
額
は
。
ま
た
、
原
因
、
要

因
は
。
資
本
金
５
，
０
０
０
万
円
が
枯
渇
し

た
の
は
事
実
か
。

廣
瀬
村
長　

今
期
が
第
11
期
と
な
り
、

平
成
24
年
度
の
収
支
は
２
，４
０
０
万

円
を
超
え
る
赤
字
と
な
っ
て
い
る
。全
体
の
売

り
上
げ
は
昨
年
度
よ
り
延
び
て
い
る
が
、個
々

の
施
設
は
伸
び
て
い
な
い
。キ
ャ
ン
プ
場
に
お
い

て
は
、ロ
グ
ハ
ウ
ス
利
用
は
多
い
が
、テ
ン
ト
サ
イ

ト
、バ
ン
ガ
ロ
ー
に
つ
い
て
は
回
転
率
が
悪
い
。し

か
し
、一
番
利
用
率
が
高
い
の
が
キ
ャ
ン
プ
場
で

あ
る
。山
の
幸
館
に
お
い
て
は
、慢
性
的
に
客
が

少
な
く
、売
り
上
げ
も
減
と
な
っ
て
い
る
。外
販

に
お
い
て
は
、現
社
長
の
も
と
昨
年
度
よ
り
53

日
増
を
こ
な
し
、売
り
上
げ
も
伴
っ
て
伸
び
て
い

耕
作
放
棄
地
に
つ
い
て

本
村
の
栗
園
は
、
過
去
、
耕
作
者

２
０
０
名
、面
積
は
２
３
０
ヘ
ク
タ
ー

ル
で
、１
億
円
以
上
の
売
り
上
げ
が
あ
っ
た
。

現
在
で
は
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
等
か
ら
、

放
棄
地
が
大
変
目
立
つ
状
況
で
あ
る
が
、
現

況
及
び
今
後
の
課
題
、
指
導
方
法
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

岩
崎
経
済
課
長　

現
況
は
生
産
者
の

高
齢
化
、病
害
虫
防
除
の
不
徹
底
、鳥

獣
類
被
害
の
増
加
、単
価
低
迷
等
に
よ
り
生
産

意
欲
が
減
退
、こ
れ
ら
が
耕
作
放
棄
地
の
増
加

一　

般　

質　

問
那須 正弘　議員

米良 　哲　議員

る
。た
だ
、外
販
を
多
く
こ
な
し
た
も
の
の
、人

件
費
、交
通
費
等
の
経
費
が
上
が
っ
て
利
益
が

出
て
い
な
い
。当
初
５
，０
０
０
万
円
の
資
本
金

が
10
年
を
経
て
現
在
枯
渇
状
態
で
あ
る
。

こ
の
２
年
間
の
赤
字
対
策
が
示
さ
れ

な
か
っ
た
理
由
と
、
今
後
の
取
り
組

む
べ
き
姿
勢
、
改
善
策
は
。

廣
瀬
村
長　

現
社
長
は
、
第
10
期
の

後
半
に
就
任
し
、
実
質
１
年
の
運
営
。

赤
字
に
つ
い
て
は
、
本
人
は
も
と
よ
り
私
達

取
締
役
も
大
変
申

し
訳
な
く
思
っ
て

い
る
。
社
長
に
は

10
％
の
報
酬
カ
ッ

ト
、
改
善
計
画
は

検
討
中
で
、
思
い

切
っ
た
改
善
策
を

お
願
い
し
て
い
る
。

村
長
交
際
費
に
つ
い
て

前
村
長
の
交
際
費
は
年
間
６
０
万
円

の
予
算
を
維
持
さ
れ
て
い
た
が
、
廣

瀬
村
長
は
こ
の
２
年
間
で
４
０
万
円
を
増
額

さ
れ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
各
種
会
合
出

席
時
の
御
樽
等
を
補
う
た
め
の
増
額
で
あ
る

と
答
弁
さ
れ
た
が
間
違
い
な
い
か
。

問

問

問

答

答

答

元湯

問

廣
瀬
村
長　

御
樽
の
回
数
が
多
か
っ

た
こ
と
か
ら
、そ
う
い
っ
た
答
弁
で
あ
っ

た
が
、総
額
に
占
め
る
御
樽
代
は
50
％
足
ら
ず

で
、数
字
的
に
説
得
力
が
な
く
誤
解
を
招
く

結
果
と
な
り
お
詫
び
す
る
。

個
人
で
建
立
さ
れ
て
い
る
神
社
祈
願

祭
へ
の
御
樽
支
出
と
公
務
出
張
は
、

政
教
分
離
に
よ
る
禁
止
事
項
に
違
反
す
る
の

で
は
。

答問

廣
瀬
村
長　

地
方
自
治
体
か
ら
神
社

仏
閣
等
へ
の
寄
付
等
が
禁
じ
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
社
会
通
念
上

許
さ
れ
る
範
囲
と
判
断
し
、
地
域
お
こ
し
の

模
索
中
で
、
各
町
村
に
案
内
が
あ
り
公
務
と

し
て
出
席
し
た
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

　

○
議
会
で
の
村
長
等
答
弁
に
つ
い
て

答に
つ
な
が
って
い
る
。

廣
瀬
村
長　

難
し
い
問
題
で
は
あ
る
が
、今
後

は
山
林
化
、ま
た
法
人
化
に
よ
る
経
営
な
ど
方

策
を
議
論
し
、ま
た
生
産
者
の
意
欲
も
踏
ま
え

充
分
調
査
を
行
い
、地
目
変
更
に
つ
い
て
も
出

来
る
か
否
か
、農
業
委
員
会
と
も
協
議
を
進
め

な
が
ら
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
。

栗園の耕作放棄地
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地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て

高
齢
化
社
会
が
進
む
中
、
交
通
手
段

は
今
後
と
も
大
き
な
問
題
と
考
え
る
。

昨
年
本
村
で
も
地
域
公
共
交
通
対
策
協
議
会

が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
住
民
の
安
心
し
た
生

活
、
福
祉
向
上
の
た
め
に
、
早
急
な
解
決
に

向
け
た
協
議
を
お
願
い
す
る
。今
後
の
対
策
、

手
段
は
。

問民
生
委
員
に
つ
い
て

民
生
委
員
の
平
成
24
年
度
の
活
動
状

況
、
経
費
、
報
酬
等
は
。

那
須
住
民
福
祉
課
長　

現
在
民
生
委

員
は
大
字
ご
と
に
３
名
、主
任
児
童
委

員
２
名
、合
計
11
名
。活
動
内
容
は
定
例
会

が
毎
月
。６
月
、９
月
、12
月
、２
月
、３
月
に
は

80
歳
と
90
歳
の
敬
老
祝
金
の
配
布
、12
月
に
は

一
人
暮
ら
し
の
世
帯
に
歳
末
見
舞
品
の
配
布
、

そ
の
ほ
か
各
種
行
事
へ
の
出
席
参
加
を
し
て
い

る
。相
談
支
援
、訪
問
、連
絡
調
整
回
数
を
合

わ
せ
る
と
、延
べ
年
間
１
，５
７
１
日
で一
人
当
た

立尾 一喜　議員

問答

中
嶽
総
務
課
長　

以
前
、住
民
に
対
し

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、地
域
公
共

交
通
対
策
協
議
会
を
設
置
し
協
議
を
重
ね
て

い
る
。熊
本
県
と
も
協
議
し
た
結
果
、も
う
少

し
地
域
住
民
の
意
向
を
聞
き
取
る
べ
き
と
の

指
導
か
ら
、区
長
会
等
で
意
見
を
集
約
し
、人

吉
球
磨
公
共
交
通
協
議
会
と
の
関
連
も
含
め

検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。

答り
１
４
２
．８
日
活
動
し
て
い
る
。報
酬
は
民
生

委
員
法
で
無
償
と
決
ま
っ
て
お
り
、村
か
ら
活

動
費
と
し
て
年
間
５
万
５
，０
０
０
円
、会
長
６

万
５
，０
０
０
円
を
交
付
し
て
い
る
。ま
た
民
生

委
員
協
議
会
へ
６
５
万
円
を
補
助
し
、定
例
会

の
費
用
弁
償
１
，５
０
０
円
と
合
わ
せ
、委
員
の

そ
の
他
の
活
動
費
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る

　

一
人
平
均
で
単
純
計
算
で
は

１
回
当
た
り
微
々
た
る
も
の
。

国
か
ら
の
委
嘱
で
無
償
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

あ
り
、
大
変
な
ご
苦
労
、
活
躍
さ
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
を
村
民
が
認
識
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
東
日
本
大
震
災
時
に
は
、
56
人
の
民

生
委
員
が
住
民
の
家
を
駆
け
回
っ
て
い
る
最

中
に
、尊
い
命
を
落
と
さ
れ
た
。
安
全
対
策
、

補
償
の
見
直
し
な
ど
が
必
要
で
あ
り
、
国
へ

の
要
望
等
を
お
願
い
し
た
い
。

要
望

小
学
校
プ
ー
ル
の
使
用
に
つ
い
て

夏
休
み
期
間
に
お
け
る
小
学
校
プ
ー

ル
の
土
、
日
曜
日
閉
鎖
の
経
緯
と
今

後
の
方
針
は
。

井
上
教
育
長　
４
月
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
時

に
話
し
合
わ
れ
、保
護
者
の
方
か
ら
土
、

日
曜
日
は
避
け
た
い
と
の
意
見
か
ら
平
日
の
み

の
解
放
と
な
っ
た（
現
在
は
監
視
員
２
名・夏
休

み
期
間
１
回
の
当
番
）。い
つ
か
ら
平
日
の
み
に

な
っ
た
か
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、保
護
者
の
減

少
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
、プ
ー
ル
の
維
持
管
理

（
カ
ギ
の
受
け
渡
し
、機
械
の
操
作
、塩
素
濃

度
測
定
、日
誌
の
記
入
、Ａ
Ｅ
Ｄ
の
準
備
）に
つ
い

て
も
検
討
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

中
学
生
の
川
水
浴
禁
止
の
経
緯
は
。

井
上
教
育
長　

川
で
の
遊
泳
は
禁
止

す
る
が
、保
護
者
同
伴
で
あ
れ
ば
泳
い

で
も
か
ま
わ
な
い
と
、中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
の

折
に
決
定
し
た
と

校
長
か
ら
聞
い
て

い
る
。

そ
の
他
の
質
問

事
項○

今
後
の
集

客
活
動
に

つ
い
て

○
終
活
に
つ

い
て

問問 答答

　

暑
か
っ
た
夏
が
終
わ
り
、
朝
夕
が

冷
え
込
み
始
め
、
よ
う
や
く
秋
ら
し

く
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

先
日
、
白
水
阿
蘇
神
社
秋
季
大
祭

が
あ
り
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

多
く
の
方
が
訪
れ
、
神
楽
の
奉
納
を

楽
し
ん
で
お
ら
れ
、
境
内
に
は
、
笑

い
声
や
鬼
を
怖
が
る
子
供
の
泣
き
声

が
響
い
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
水
上
中
学
校
の
生
徒
が
神

楽
の
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
11
月
17

日
の
文
化
祭
で
発
表
し
ま
す
の
で
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

 　

米
本　

宗
徳

広
報
特
別
委
員
会

委
員
長　
　
　

小
野　

頼
年

副
委
員
長　
　

米
本　

宗
徳

委　

員　
　
　

荒
嶽　
　

晋

米
良　
　

哲



9

株
式
会
社
「
み
ず
か
み
」

　

平
成
二
十
四
年
度

　
（
第
十
一
期
）

　

経
営
状
況
報
告

　

八
月
三
十
日
、
株
式
会
社
み
ず
か
み

の
定
時
株
主
総
会
を
開
催
し
、
提
出
し

た
全
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
平
成

二
十
四
年
六
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
五

年
五
月
三
十
一
日
ま
で
の
経
営
状
況
な

ど
に
つ
い
て
、
村
民
の
皆
様
に
報
告
い

た
し
ま
す
。

　
　

株
式
会
社
み
ず
か
み　
　
　
　

　
　

代
表
取
締
役
社
長　

岡　

紀
彦

平
成
二
十
四
年
度

　
　

第
十
一
期
事
業
報
告

（
平
成
二
十
四
年
六
月
一
日
〜

平
成
二
十
五
年
五
月
三
十
一
日
）

【
第
十
一
期
の
総
括
】

　

平
成
二
十
四
年
度
は
、三
期
連
続
の
赤
字

（
経
常
利
益
▲
二
千
四
百
八
十
九
万
三
千
円
）

と
な
っ
た
。今
期
は「
売
上
げ
増
と
利
益
確
保

両
面
を
目
指
す
バ
ラ
ン
ス
経
営
の
推
進
」を
旗

印
に
健
全
経
営
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、利
益
確
保
に
繋
げ
る
顧
客
満
足
度
と
い
う

点
で
ま
っ
た
く
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
と
考

え
ま
す
。

　

具
体
的
に
施
設
別
の
売
上
げ
を
報
告
い

た
し
ま
す
と
、物
産
館
七
千
六
百
四
十
万
千

円（
前
年
比
十
一
・
一
％
増
）、山
の
幸
館

千
八
百
七
十
一
万
千
円（
同
一
・
〇
％
増
）、キ

ャ
ン
プ
場
千
三
十
六
万
五
千
円（
同
十
三
・
七

％
減
）、元
湯
九
百
七
万
四
千
円（
同
八
・
五
％

減
）、あ
め
ん
ぼ
館
四
百
三
十
四
万
四
千
円（
同

五
十
一
・
八
％
増
）、そ
し
て
昨
年
十
二
月
に
新

た
な
部
署
と
し
て
立
ち
あ
げ
た
加
工
品
製
造

部
門
二
百
四
十
六
万
五
千
円
と
全
社
的
に
は

一
億
二
千
五
百
三
十
九
万
八
千
円
で
昨
年
比

七
・
三
％
の
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。外
販
に

関
し
て
で
す
が
、今
年
度
新
規
取
引
先
も
含

め
、売
上
ベ
ー
ス
で
は
堅
調
に
推
移
し
て
お
り

対
前
年
比
百
二
十
五
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

た
だ
、利
益
の
面
か
ら
分
析
致
し
ま
す
と
全

社
で
▲
二
千
四
百
八
十
九
万
三
千
円
と
過
去

最
大
の
損
失
を
計
上
す
る
に
至
っ
た
の
は
、売

上
増
は
あ
っ
た
も
の
の
仕
入
原
価
、販
売
管
理

費
の
増
大
に
よ
る
結
果
と
な
り
ま
す
。特
に
顕

著
で
あ
っ
た
の
は
、商
品
仕
入
、雑
給
、交
通
費

の
増
大
で
す
。そ
の
要
因
は
外
販
に
よ
る
と
こ

ろ
が
大
き
い
と
分
析
し
ま
す
。遠
方
へ
の
外
販

事
業
は
Ｐ
Ｒ
部
門
と
販
売
部
門
を
き
ち
ん
と

分
類
し
、株
式
会
社
み
ず
か
み
が
参
加
す
べ
き

か
否
か
を
明
確
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

し
た
。雑
給
に
関
し
て
は
外
部
の
人
材
活
用
の

方
に
よ
る
も
の
で
す
。こ
れ
ら
の
事
か
ら
も
、

予
実
管
理
を
徹
底
し
、売
上
と
経
費
の
バ
ラ
ン

ス
を
し
っ
か
り
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
黒
字
事

業
と
し
て
の
位
置
付
け
を
明
確
化
致
し
ま
す
。

特
に
雑
給
に
つ
い
て
は
、効
率
的
な
人
員
配
置

と
シ
フ
ト
組
み
を
行
い
徹
底
し
て
改
善
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

十
二
期
に
関
し
ま
し
て
は
、十
一
期
の
前
述

の
課
題
を
含
め
て
経
営
方
針
の
深
化
を
追
求

す
る
と
同
時
に
、加
工
製
造
部
門
に
よ
る
地
域

資
源
を
活
用
し
た
商
品
開
発
を
推
し
進
め
、外

販
事
業
と
の
連
携
を
強
化
し
、村
内
生
産
材
料

に
よ
る
自
社
製
品
比
率
を
高
め
、利
益
貢
献
部

署
と
し
て
確
立
で
き
る
よ
う
推
進
し
ま
す
。

科　　　目 金　　　　　額

【純　売　上　高】
売 上 高

【売　上　原　価】
期 首 棚 卸 高
仕 入 高
合 計
期 末 棚 卸 高

売 上 総 利 益

【販売費及び一般管理費】
営　業　損　失

【営 業 外 収 益】
受　取　利　息
雑　　 収　　 入

【営 業 外 費 用】
支 払 利 息
雑 損 失

経　常　損　失
【特　別　利　益】
前期損益修正益

税引前当期純損失
法人税、住民税及び事業税
当 期 純 損 失

 125,398,348

 4,608,491 
 65,144,547 

（ 69,753,038）
 4,698,128 

2,710 
1,500,672 

61,559
372,183 

18,152

125,398,348

65,054,910
（ 60,343,438）

86,305,727 
（ 25,962,289）

1,503,382

433,742 
（ 24,892,649）

18,152 
（ 24,874,497）

182,907 
（ 25,057,404）

賃　借　対　照　表
  　　平成 25年 5月 31日現在  　（単位：円）

資産の部 負債の部

【流動資産】 【 16,735,735】【流動負債】 【 14,105,781】

現金及び預金 7,455,579 買 掛 金 4,465,616

売 掛 金 3,548,759 未 払 金 5,762,293

商 品 1,028,323 前 受 金 1,562,406

製 品 798,387 預 り 金 466,200

原 材 料 2,871,418 委託手数料預り金 1,116,000

貯 蔵 品 641,443 未払法人税等 182,366

未 収 入 金 24,000 未払消費税等 550,900

前 払 費 用 48,000 【固定負債】 【 13,801,485】

立 替 金 189,826 長期借入負債 7,548,000

仮 払 金 130,000 リ ー ス 債 務 6,253,485

【固定資産】 【 7,533,915】

（有形固定資産） （7,226,566）

建物付属設備 168,415 負 債 の 部 合 計 27,907,266

車 輌 運 搬 具 628,569 純 資 産 の 部

什 器 備 品 399,312 【株主資本】 【 △3,222,044】

リ ー ス 資 産 5,949,000 （ 資 本 金 ） （50,000,000）

一括償却資産 81,270 資 本 金 50,000,000 

（投資その他の資産） （307,349）（ 利 益 剰 余 金 ） （△53,222,044）

出 資 金 20,000 繰越利益剰余金 △53,222,044

長期前払費用 104,469 当 期 純 損 失 （25,057,404）

敷 金 144,000

リサイクル預託金 38,880

【繰延資産】 【 415,572】

創 業 費 415,572 純資産の部合計 △3,222,044

資産の部合計 24,685,222 負債及び純資産の部合計 24,685,222

損 益 計 算 書
自　平成24年６月 １日
至　平成25年５月31日

（単位：円）
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【主な事業内容】
 ６月 1日 第11期スタート
  7日 びぷれす熊日広場出張販売（～8日）
  11日 ゆめタウン八代店出張販売（～13日）
  15日 ビプレス熊日広場出張販売
  16日 物産館出荷協議会役員会
  17日 父の日プレゼント（物産館、元湯）
  21日 ゆめタウンはません店出張販売（～24日）
  28日 熊本県庁出張販売（～29日）
 ７月 1日 ゆめタウン光の森店出張販売（～３日）
  2日 元湯20周年
  6日 湯山温泉旅館組合総会
  13日 ゆめタウンサンピアン店出張販売（～15日）
  14日 そうめん流し・マス釣りぼりオープン
  19日 ゆめタウンはません店出張販売（～22日）
  20日 くまもと森都心プラザ出張販売（～22日）
  26日 熊本県庁出張販売（～27日）
   水の上の学校総会
  27日 監査役の決算監査
  28日 ゆめタウン光の森店出張販売（～29日）
  31日 くまもと県民百貨店出張販売（～９月５日）
 ９月 8日 ゆめタウン光の森店出張販売（～11日）
  14日 ゆめタウンサンピアン店出張販売（～16日）
  17日 敬老の日元湯無料開放
  19日 びぷれす熊日広場出張販売
  20日 ゆめタウンはません店出張販売（～23日）
  26日 びぷれす熊日広場出張販売
  27日 熊本県庁出張販売
  28日 ゆめタウンサンピアン店出張販売（～10月1日）
 10月 5日 ゆめタウンはません店出張販売（～8日）
  10日 びぷれす熊日広場出張販売
  11日 ゆめタウン光の森店出張販売（～14日）
  17日 びぷれす熊日広場出張販売
  19日 ゆめタウンサンピアン店出張販売（～21日）
   くまもと森都心プラザ出張販売（～22日）
  23日 くまもと県民百貨店出張販売：奥球磨（～28日）
  24日 びぷれす熊日広場出張販売
  25日 熊本県庁出張販売
  27日 熊本県農業公園出張販売（～28日）
  31日 びぷれす熊日広場出張販売
 11月 2日 びぷれす熊日広場出張販売：奥球磨３町村
  3日 グランメッセ熊本出張販売：熊本物産フェア（～4日）
  ６日 びぷれす熊日広場出張販売
  9日 ゆめタウンサンピアン店出張販売（～11日）
  10日 山の幸館新そばまつり（～18日）：わんこそば大会
  12日 ゆめタウン光の森店出張販売（～15日）
  16日 びぷれす熊日広場出張販売
  17日 ゆめタウンはません店出張販売（～18日）
  21日 びぷれす熊日広場出張販売
  23日 ゆめタウンサンピアン店出張販売（～25日）
  25日 富士スピードウェイ出張販売：ガズー村
  28日 熊本県庁出張販売（～29日）
  29日 熊本市ＮＴＴ広場出張販売（～30日）
  30日 ゆめタウンはません店出張販売（12月2日）
 12月 1日 棚卸実査（各施設）
  6日 ゆめタウンはません店出張販売（～9日）
  9日 博多駅前出張販売：球磨地域
  12日 びぷれす熊日広場出張販売
  14日 ゆめタウン八代店出張販売（～16日）
  19日 びぷれす熊日広場出張販売
  21日 くまもと森都心プラザ出張販売（～24日）
  25日 びぷれす熊日広場出張販売
  26日 熊本県庁出張販売
  30日 グランメッセ「歳末くまもとの市」出張販売
  31日 山の幸館年越しそば配達
 １月 2日 初商　各施設にてぜんざい・甘酒の振る舞い
  7日 七草　物産館、山の幸館七草がゆ振る舞い

  11日 鏡開き　各施設にてぜんざい振る舞い
   ゆめタウン光の森店出張販売（～15日）
  16日 びぷれす熊日広場出張販売
  18日 びぷれす熊日広場出張販売：奥球磨合同
  20日 ゆめタウン光の森店出張販売（～22日）
  24日 びぷれす熊日広場出張販売
  28日 びぷれす熊日広場出張販売：人吉球磨物産販売施設連絡協議会
  30日 びぷれす熊日広場出張販売
 ２月 1日 奥球磨丼・ラーメンフェア協賛（物産館・けんちんラーメン）
   びぷれす熊日広場出張販売：奥球磨合同
  3日 節分　各施設節分豆のサービス
  8日 ゆめタウンサンピアン店出張販売（～11日）
  13日 びぷれす熊日広場出張販売
  15日 くまもと森都心プラザ出張販売（～16日）
  16日 くまもと逸品縁日：大阪（～17日）
  17日 熊本城マラソン大会出張販売
  20日 ゆめタウンはません店出張販売（～25日）
  27日 びぷれす熊日広場出張販売
 ３月 1日 水の上の学校「ヤマメ釣り」受付開始
   びぷれす熊日広場出張販売：奥球磨３町村合同
  3日 ひなまつり女性限定無料入浴
  6日 びぷれす熊日広場出張販売
  8日 ゆめタウン八代店出張販売
  13日 びぷれす熊日広場出張販売
  16日 桜まつり特別営業体制開始：テント販売（～31日）
  19日 びぷれす熊日広場出張販売
 ４月 5日 ゆめタウン光の森店出張販売（～7日）
  11日 びぷれす熊日広場出張販売
  12日 ゆめタウンサンピアン店出張販売（～15日）
  18日 びぷれす熊日広場出張販売
  19日 ゆめタウン光の森店出張販売（～21日）
  23日 くまもと県民百貨店出張販売：奥球磨合同（～29日）
  25日 びぷれす熊日広場出張販売
  28日 古屋敷地区白水公園「しゃくなげ祭り」出張販売
  30日 くまもと県民百貨店出張販売（～5月6日）
 ５月 8日 びぷれす熊日広場出張販売
  15日 びぷれす熊日広場出張販売
  17日 ゆめタウン八代店出張販売（～19日）
  22日 びぷれす熊日広場出張販売
  24日 ゆめタウンサンピアン店出張販売（～26日）
   くまもと森都心プラザ出張販売（～26日）
  30日 熊本県庁出張販売（～31日）

【観　光　事　業】
１．新聞、ラジオ、雑誌、インターネット等マスコミへの情
報提供、掲載

２．「びぷれす熊日会館」を中心に県内一円へ出張販売に
出向きPR活動

３．水上村の自然を中心とした写真の各施設への掲載（お
客様向け観光PR）

４．連休時等の特別営業体制（出張販売、延長営業、シャト
ルバス運行等）

５．当社ホームページを利用した広報活動
６．キャンプ場ご利用客の送迎

【総　　　　　会】
　平成24年7月31日　第10期定時株主総会を開催
　　提案ならびに決議事項
・平成23年度事業報告ならびに第10期決算報告書承
認の件

・平成24年度第11期事業計画（案）
・水上村商工会長交代による取締役一部改選の件

【取　締　役　会】
　第38回取締役会　平成24年７月31日

【監　　　　査】
　監査役の決算監査　平成25年８月２日
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運営基本方針
【基本方針の継続、拡充】
　水上村・商工会・観光協会などとの連携・協力による
活動はもとより、村内の関連施設や行事をはじめ、隣接
する湯前町や多良木町（奥球磨エリア）との連携を強化
し、これまでにはなかった水上村の観光拠点となる事
業も実施したのと同時に、周辺の観光資源の利用を促
進し、観光交流人口の増加を図ってまいりました。
　「観光」に特化した施設として、分かりやすい観光情
報を発信する仕組みやWebによる季節感の演出、地域
の魅力を生かしたイベント企画、商品ディスプレイの
充実など、いつでも賑わう場を創出し誘客につなげる。
これは「みずかみの未来」への提案を促すもので、これ
らにより他施設にないオリジナル性を持ってみずかみ
観光施設を運営していく。
①『水の上の市場』
観光客へ向けた情報発信基地としての機能強化を
図ってまいります。
もう一つの側面として、村民に対するタイムリーな
コンビニエンスショップとする。

②『山の幸館』
話題性を持った商品企画の投入、継続
顧客ニーズに合わせて、営業時間の変更を実施

③『元湯』
キャンプ場利用者への徹底的なアピール。
役場との連携強化による福祉バスの充実。
利用料金・営業時間の見直しを検討

④『市房山キャンプ場』
出荷協議会、温泉旅館組合等との連携による宿泊企
画新設
天体観測、カヌー、山女魚釣り、森林セラピーなど村
内施設を利用する宿泊企画新設

⑤『あめんぼー館』
村民利用（カヌー・ボート）の促進
⑥『加工品製造部門』
販売ルートの拡充
製造品目の増大

⑦『外販部門』
採算拡充部門への脱皮を図る　⇒　社員による販売
要員の確保
加工品製造部門との連携強化による採算点の健全化

⑧『外部販売施設』
外販取次所としての役割を担う
熊本市中心部への進出

　【全施設共通】
※施設管理運営に当っては、施設の効用を最大限に
発揮できるように努めるとともに、管理経費の節
減が図れるように最大限努力する。

※施設利用者に対しては、常に安全管理・衛生管理に
配慮するとともに、緊急時における体制作りを各
施設で徹底する。

※施設利用者のサービス向上のために、従業員研修等（資
格取得・接客）を実施し、サービス体制の充実を図る。

【実施方針と実施概要】
　観光施設の機能と地域の観光資源や施設を十分活用
し、多種多様なイベントや講習会を行い、観光情報の提

供、物産の販売、温泉の魅力を中心に誘客の確保に努め
る。25年度からは観光協会とも連携強化を図り、年間
の来客数目標を設定し誘客に努める。
　来館者にアンケートを実施し、常に利用者の声に耳
を傾け、適切な施設管理・運営に反映させる。

【観光交流推進事業の具体的な提案】
　地域の持つオリジナル性を生かした事業を展開し、
地元の文化の保存もはかりながら水上村らしさを来
館者に提供する。

　山の自然の魅力とセラピーを活用した事業、温泉の
魅力を活用した事業、伝統の文化（郷土料理等）を活
用した事業、農業を活用した事業（蕎麦をはじめとし
た農産物ほか）、歴史的資源を活用した事業（市房神
社、市房杉、遺跡など）、周辺地域の魅力を活用した事
業（村内の行事やイベント、さくらまつり、しゃくな
げまつりほか）に積極的にかかわり協力していく。

●平成25年度事業計画
　分かりやすい観光情報を発信し、地域の魅力を生か
したイベントの実施、企画、特産物の販売などオリジナ
ル性を持って、いつでも賑わう場を創出し誘客につな
げる。
　熊本市内などでの情報発信を積極的に実施してい
く。

【自主事業イベント】
 ６月 出張販売（ゆめタウン、県庁、びぷれす広場）
 ７月 出張販売（ゆめタウン、県庁、森都心プラザ）
  市房山キャンプ場　そうめん流し・マスつりぼ
  りオープン
 ８月 出張販売（ゆめタウン、唐人町（福岡）、熊本県民百貨店）
  株式会社みずかみ　第11回定時株主総会
 ９月 出張販売（びぷれす広場、ゆめタウン、県庁、
  森都心ビル）
  敬老の日　元湯お年寄り無料入浴
 10月 出張販売（びぷれす広場、農業フェア（県農業公
  園）、ゆめタウン、県庁、森都心プラザ、鹿児島山
  形屋ベルク広場、熊本観光物産展（大阪））
  「新米フェア」開催
 11月 出張販売（びぷれす広場、白水公園、ゆめタウン、
  県庁、森都心プラザ）
  「新そばフェア」「いちごフェア」開催
  （仮定）熊本市内 新規出店
 12月 出張販売（グランメッセ熊本くまもとの市大集合、び
  ぷれす広場、ゆめタウン、県庁、森都心プラザ）
  お歳暮ギフトキャンペーン、年越しそばキャンペーン
  福岡唐人町商店街との『年越しそばキャンペーン』開催
 １月 お客様振る舞い（七草、鏡開き、柳もち）
 ２月 出張販売（NTT物産展（熊本市）、びぷれす広場、
  ゆめタウン、県庁、森都心プラザ）
  社員集合研修（桜商戦決起大会）
 ３月 「湯山温泉桜まつり」特別営業体制
  村内臨時出店・出張販売（びぷれす広場、ゆめタウン）
 ４月 「しゃくなげ祭り」臨時出店
  出張販売（白水公園、びぷれす広場、ゆめタウン等）
 ５月 地域資源の活用（イチゴ）
  GW商戦
  子供の日、母の日イベント企画
  出張販売（びぷれす広場、ゆめタウン、県庁、
  森都心プラザ）

平成 25年度第 12期事業計画
平成25年８月30日現在
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　今年度は「毎月第２木曜日」に
行政相談所を開設します。
　相談は無料で秘密は固く守られま
す。お気軽にご相談ください。
日　時：11月14日（木）午後１時～午後３時
場　所：水上村保健センター
相談員：行政相談委員　唐鎌精二　氏
問い合わせ先
　水上村役場　総務課　椎葉　☎４４－０３１１

※社会福祉協議会による、相談会も同日開催され
ます。

日　時：11月14日（木）午後１時～午後４時

場　所：水上村保健センター

相談員：弁護士等　　※事前に予約が必要です。

問い合わせ先

　水上村社会福祉協議会　☎４４－０７８３

　「第 64 回球磨畜産共進会」が、９月 27 日に球磨家畜市場 ( 錦町 ) で開催されました。
　大会全体で種牛 76 頭・飼料作物 24 点の参加があり、本村からは種牛６頭・飼料４点の出品
がありました。
　成牛の部において、松田洋さんの「まゆゆ号」を筆頭に名誉賞に３頭入賞し、サイレージの
部で安達廣さんが名誉賞２席を受賞されました。
　受賞者のすばらしい成績は、日々のご自身の努力と畜産関係者の支援のたまものであり、こ
れからの畜産農家の発展につながる共進会となりました。
　また、11 月３日に熊本県家畜市場で行われる熊本県畜産共進会に球磨郡市を代表して松田洋
さん、米来昭彦さん、杉野久志さんの３名が出品することとなり、結果が非常に期待されます。

球磨畜産共進会の成績
　▼育成牛の１部　・名誉賞２席 松田　洋　（湯山北目）「まゆゆ号」　
　　　　　　　　　・名誉賞15席　 杉野　久志（湯山北目）「ひさこ号」　
　　　　　　　　　・優秀賞　　　 藤原　珠美（岩野上楠）「さき号」
　　　　　　　　　・優秀賞　　　 川内　耕毅（湯山本野）「ちあき号」
　▼育成牛の２部　・優秀賞　　　 石山　勝　（湯山高澄）「なおみ号」
　▼経産牛の部　　・名誉賞２席　 杉野　久志（湯山北目）「ふくみ号」
　▼乾草の部　　　
　　・優秀賞　　　信国　満昭（湯山覚井）
　　・優秀賞　　　尾前　武志（湯山本野）
　　・優秀賞　　　米来　昭彦（湯山覚井）
　▼サイレージの部
　　・名誉賞２席　安達　廣　（岩野高瀬）

第 64 回球磨畜産共進会第 64 回球磨畜産共進会

育成牛１部で名誉賞２席を受賞された、松田洋さんと「まゆゆ号」
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交通安全県民大会！
　9月 21日（土）、人吉市カルチャーパレスにおいて第27回交通安全県民大会が開催されま
した。
　この大会は秋の全国交通安全運動（9月 21日～ 30日）における取組の基本となる「子ど
もと高齢者の交通事故防止」等について、広く県民に啓発することを目的に開催されたもので
す。
　栄太郎さんのトークショーや南陵高校
生による反射材ファッションショーなど
が催され、くまモンと人吉球磨のゆるキャ
ラ達も駆けつけました。
　本村からも交通安全指導員や老人クラ
ブ連合会を始め多くの方が参加され、交
通安全の啓発に努めて頂きました。

健康教育講演会について

　子どもたちの健やかな心身の育成のため、今年度は、「命の大切さ・生きる」
ということを子どもたちだけでなく、地域の皆様とともに考える機会とするた
めに、下記の日程で講演会をいたします。すばらしいお話ですので、ぜひ皆様
お誘い合わせの上お越し下さい。

日　　　時：11月 20日（水）
小学生の部：11時 00分～ 12時 00分　
　　　　　　　　演題「そこにいてくれてありがとう」
中学生の部：13時 05分～ 14時 15分
　　　　　　　　演題「いのちをいただいて、つなぐこと」
場　　　所：水上中学校　多目的ホール
対　象　者：湯山小学校・岩野小学校５・６年生、水上中学校１～３年、
　　　　　　一般の方

内
うちだ

田　美
み ち こ

智子助産師
出身都道府県：大分県
生年（西暦）：1957
現住所：福岡県
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秋フェスタ inみずかみ
～第11回農林業祭り＆オールドカーフェスティバル～

　今年より秋フェスタ in みずかみと題して、第11回水上村農林業祭りとオールドカーフェスティバ
ルを開催します。開催場所が変わりましたが、例年通りバーベキュー食べ放題やイベントを多数計画
しております。多くの方々の参加を心よりお待ちしております。
　また、村外からの来場者も多くなることが予想されますので、前売り券の購入と当日早めのご来場
をおすすめします。

　日　　時：11月 17日（日）　午前10時～午後３時
　場　　所：汗の原親水公園（湯山）　※雨天時は旧筍工場で開催
　チケット：500円（バーベキュー食べ放題で保育園児以下は無料）
　　　　　※ＪＡ水上店・上球磨森林組合・水上村役場経済課で販売します。
　　　　　　チケットには福引き抽選券も付いています。
　送　迎：午前９時３０分～午後３時３０分まで、高城公園⇔親水公園間のシャトルバスを運行しま
　　　　　す。ご利用ください。

秋フェスタ inみずかみ
に伴う出店について

　村民の方で農林業祭り会場内での出店を希
望される方を下記のとおり募集いたします。

申込期限
　平成25年 11月１日（金）　午後５時
申込受付
　水上村観光協会事務局（水上村商工会内）
　お電話にて結構です【44-0500】
その他
　・出店料金は無料です。
・水道は準備しますが、テントや電気関係
は自己負担となります。

イベント

地元小学生のダンス、歌謡ショー、丸
太切り競争、木工品制作体験、野菜
の品評会、地域農産物即売会、お楽
しみ抽選会、もち投げ　など…
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犬・猫を飼っているみなさまへ
　人は、動物と触れ合うことで、癒やされたり、楽しい気持ちになります。本村にも動物に対してしっ
かり愛情を持って飼っていらっしゃる飼い主さんも多く見受けられます。
　しかし、それは全ての飼い主さんとはいかないようです。飼い主の皆さんは、次のことに気をつけ
ましょう

①放し飼いをしない
　動物愛護管理法や都道府県などの条例に基づき、犬の放し飼いは原則禁止されてい
ます。散歩時も同じです。また、人通りが少ないからと、リードなしで散歩をさせな
いでください。

②鑑札、狂犬病予防注射済票
　飼い主は犬を飼い始めて（生まれた犬は、生後 90日経過した日）から 30日以内に
登録をしなければなりません。
　また、１年に１度、狂犬病予防注射を受けさせる義務があります。狂犬病は犬だけ
の病気でなく人にも感染します。感染を未然に防止するためにも、必ず注射を受けさ
せましょう。予防注射を受けさせなかった場合は、罰金に処することが狂犬病予防法
で定められています。また、鑑札と注射済票は飼い犬に装着してください。迷子になっ
た際などに役に立ちます。

　野良猫に限らず、飼い猫であっても外を自由に徘徊し、他人の敷地で排泄を行うなど、
飼い主の気づかないところで「近所迷惑」になっている場合があります。実際に苦情も寄
せられています。
　つないで飼うことが定められていなくても、飼い主には、猫の行動に責任があります。
猫を飼うときは、つぎのことに気をつけましょう。

①首輪などをつける
　首輪などを装着して、身元表示（飼い主の名前や連絡先を明記）をしましょう。飼
い猫か野良猫かの判断がつけにくく、また、飼い主が分からないために、保健所など
へ引き渡される可能性があります。

②室内で飼う
　猫は、上下運動ができる高さ、排泄場所のしつけ、不妊去勢手術などで繁殖欲求を
おさえてあれば、室内のみでも快適に暮らすことができます。
　室内飼いに努めることで、交通事故・感染症防止となり、鳴き声による騒音や排泄
物等で近所の生活にも支障をきたしません！
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国  民  年  金　～あなたは何号被保険者ですか？～
　国民年金被保険者の種類は職業などによって３種類あり、それぞれ加入手続きや保険料の納付方法
が違います。

どんな人が？ 加入の届出は？ 保険料の納付は？

第１号被保険者
・学生
・自営業者
・農林漁業者　等

お住まいの市（区）
役所または町村役
場へ提出

各自が納付

第２号被保険者 ・会社員
・公務員　等

お勤め先で事業主
が届出

お勤め先で納付
( 給料から天引き )

第３号被保険者
第２号被保険者に
扶養されている配
偶者

配偶者のお勤め先
経由で提出

自己負担なし
( 配偶者が加入する
年金制度が負担 )

結婚や就職、退職などで被保険者の種類が変わったときは、２週間以内に手続きをすることが
必要です。

詳しくは

加入や種別変更などの届出

こんなとき
変更後の
被保険者
の種別

届出先

20歳に
なった方

学生、自営業、無職などである 第１号
被保険者

市（区）役
所または
町村役場

厚生年金保険や共済組合等に加入
している配偶者に扶養されている

第３号
被保険者

配偶者の
お勤め先

現在１号
被保険者
の方

就職して厚生年金保険や共済組合
等に加入した

第２号
被保険者 お勤め先

結婚や減収等で厚生年金保険や共
済組合等に加入している配偶者に
扶養されるようになった

第３号
被保険者

配偶者の
お勤め先

現在第２
号被保険
者の方

会社を退職した 第１号
被保険者

市（区）役
所または
町村役場

退職して厚生年金保険や共済組合
等に加入している配偶者に扶養さ
れるようになった

第３号
被保険者

配偶者の
お勤め先

現在第３
号被保険
者の方

増収や離婚等で配偶者に扶養され
なくなった

第１号
被保険者

市（区）役
所または
町村役場

配偶者が厚生年金保険や共済組合
等に加入していた会社を退職した
配偶者が 65歳になり第２号被保
険者ではなくなった
就職して厚生年金保険や共済組合
等に加入した

第２号
被保険者 お勤め先

配偶者が転職等で加入する年金制
度が変わった

第３号
被保険者

配偶者の
新しいお
勤め先

氏名や住所変更などの届出

こんなとき 届出先

現 在 １
号 被 保
険 者 の
方

住所や氏名が変わっ
た／付加年金に加入
したい

市（区）役所また
は町村役場

年金手帳を紛失した
／保険料免除等の申
請をしたい

市（区）役所また
は町村役場、年
金事務所

納付書を紛失した／
前納の納付書がほしい 年金事務所

口座振替の申し込み
をしたい

金融機関または
年金事務所

現 在 第
２ 号 被
保 険 者
の方

住所や氏名が変わっ
た お勤め先

年金手帳を紛失した お勤め先または
年金事務所

現 在 第
３ 号 被
保 険 者
の方

住所や氏名が変わっ
た

配偶者のお勤め
先

年金手帳を紛失した 年金事務所

共通
国民年金保険料の追
納の申し込みをした
い

年金事務所

お問い合わせ
・国民年金保険料専用ダイヤル
　０５７０－０１１－０５０
・水上村役場　住民福祉課
　０９６６－４４－０３１３
※お問い合わせの際は、基礎年金番号が
わかるものをご用意ください。
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　ご存じでしたか「世界道路交通犠牲者の日」
　国連総会（2005 年）においては、毎年 11 月の第３日曜日を「世界道路交通犠牲者の日」として定
めており、国際社会が交通被害者やその家族を適切に認識する日として様々な取組が行われており、
今年は、11 月 17 日（日）が「世界道路交通犠牲者の日」となります。

　運動の概要とお知らせ
　県民にとって、交通死亡事故の根絶は切実な願いです。
　特に、県内において過去２年間に最も死亡事故が発生しているのが 11 月です。また、12 月に入り
ますと飲酒の機会も増えます。
　そこで、熊本県、熊本県警察及び各市町村では、尊い人命が交通事故によって再び失われることが
決してない安全で安心して暮らせる社会の実現を目指し、｢世界道路交通犠牲者の日 ｣・｢犯罪被害者
週間 ｣（11 月 25 日～ 12 月１日）に合わせ、過去三年間（平成 22 年～平成 24 年）において県内で発
生した交通死亡事故の現場（高速道を除く。）に、運動の統一アイテムとして ｢黄色い風車 ｣を掲示
します。
　この運動は、悲惨な交通事故を決して風化させることなく、尊い命を絶たれた犠牲者からの事故根
絶を願う 声なき声 を ｢ 黄色い風車 ｣に託して社会に伝えるとともに、ご遺族に対する支援意識の高
揚を目的として実施するものです。
　私たちの生活の中で交通事故は、誰もが被害者になりますし、又は、加害者となりうる現状があり
ます。
　この機会に、悲惨な交通事故を根絶するために何が出来るのかを一人ひとりが自分のこととして置
き換えて考えてみましょう。

　運動の期間
　11 月 15 日（金）から 12 月１日（日）　17 日間

　　　　【過去 3年間交通事故死者数】
県内 水上村

Ｈ２２年 ７８人 ０人
Ｈ２３年 ８６人 １人
Ｈ２４年 ８２人 ０人

※　上記は警察統計資料から
※　右の写真は死亡事故現場に掲示される黄色い風車
　　（イメージ）

交通事故死ゼロの風を吹かせる「黄色い風
かざぐるま

車」運動
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平
成
二
十
五
年
度
後
期

「
技
能
検
定
」
国
家
試
験
の

実
施
に
つ
い
て

　

技
能
検
定
は
、
職
業
能
力
開
発

促
進
法
に
基
づ
き
、
職
種
ご
と
に

技
能
・
知
識
を
一
定
基
準
に
よ
り

認
定
す
る
国
家
検
定
制
度
で
す
。

　

検
定
は
学
科
試
験
と
実
技
試
験

に
よ
り
行
い
、
合
格
者
は
「
技
能

士
」
と
し
ょ
う
さ
れ
ま
す
。

　

後
期
試
験
の
受
付
は
左
記
の
期

間
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
技
能
試
験
の
職
種

等
、
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
左

記
の
施
設
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

■
受
付
期
間　

熊
本
県
職
業
能
力

開
発
協
会

Q
〇
九
六
ー
二
八
五
ー
五
八
一
八

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

Q
二
二
ー
二
四
七
五

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
（
十
一

月
十
八
日
〜
二
十
四
日
）

　

法
務
局
で
は
期
間
中
、
家
庭
内

の
暴
力
や
職
場
で
の
セ
ク
ハ
ラ
な

ど
女
性
の
人
権
に
関
す
る
相
談
の

受
付
時
間
を
拡
大
し
ま
す
。
難
し

共
通
の
利
用
証
（
ハ
ー
ト
フ
ル
パ

ス
）
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

熊
本
県
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
室

Q
〇
九
六
ー
三
三
三
ー
二
二
〇
二

「
生
物
多
様
性
く
ま
も
と
セ
ミ

ナ
ー
」を
受
講
し
ま
せ
ん
か
！

　

外
来
生
物
が
も
た
ら
す
影
響
や

阿
蘇
の
生
物
多
様
性
な
ど
、
自
然

環
境
に
関
わ
る
最
近
の
動
向
が
学

べ
ま
す
。
詳
し
い
募
集
案
内
や
申

込
書
様
式
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◎
開
催
日
：
十
一
月
二
十
三

日
（
土
）
、
十
二
月
七
日

（
土
）
、
一
月
十
一
日
（
土
）

　

午
後
一
時
三
十
分
〜

◎
会
場
：
熊
本
県
立
大
学
、
熊
本

市
動
植
物
園
ほ
か

■
問
い
合
わ
せ
先
／
熊
本
県
自
然

保
護
課

Q
〇
九
六
ー
三
三
三
ー
二
二
七
四

■
提
出
先
／
〒
八
六
二
ー

八
五
七
〇
（
住
所
記
載
不
要
）

　

熊
本
県
自
然
保
護
課　

自
然
環

境
・
公
園
班

い
手
続
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
ひ

と
り
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に
電
話

し
て
く
だ
さ
い
。

●
実
施
日
時
等

期
間　

平
成
二
十
五
年
十
一
月

十
八
日
（
月
）
〜
二
十
四
日

（
日
）

時
間　

平
日　

午
前
八
時
三
十

分
〜
午
後
七
時
ま
で

　

土
日　

午
前
十
時
〜
午
後
五

時
ま
で

●
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」
専
用
電
話
番
号

　

〇
五
七
〇
ー
〇ゼ

ロ
ナ
ナ
ゼ
ロ
の
ハ
ー
ト
ラ
イ
ン

七
〇
ー
八
一
〇

※
相
談
内
容
に
つ
い
て
の
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

　

な
お
、
熊
本
地
方
法
務
局
で

は
、
開
庁
日
の
午
前
八
時
三
十

分
か
ら
午
後
五
時
十
五
分
ま

で
、
常
時
、
同
じ
専
用
電
話
番

号
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

障
が
い
者
用
駐
車
場
の
適
正

利
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

公
共
施
設
や
店
舗
な
ど
に
設
置

さ
れ
て
い
る
「
障
が
い
者
用
駐
車

場
」
を
本
当
に
必
要
と
し
て
い
る

方
が
と
め
ら
れ
な
い
と
い
う
ケ
ー

ス
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

歩
行
が
困
難
な
障
が
い
の
あ
る

方
な
ど
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
で
す

の
で
、
必
要
の
な
い
方
は
、
と
め

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
障
が
い
者
用
駐
車
場
を

必
要
と
さ
れ
る
方
に
は
、
県
内
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第
二
回
く
ま
も
と
未
来
会
議
リ

レ
ー
講
演　

参
加
者
募
集
！

　

「
知
の
集
積
〜
地
域
が
世
界
へ

飛
躍
す
る
瞬と

き間
〜
」
を
テ
ー
マ

に
、
県
立
大
学
の
五
百
旗
頭
真
理

事
長
や
前
文
化
庁
長
官
の
近
藤
誠

一
氏
の
講
演
会
及
び
知
事
も
加
え

て
の
鼎て
い
だ
ん談
を
行
い
ま
す
。

◎
日
時
：
平
成
二
十
五
年
十
一
月

二
十
一
日
（
木
）
午
後
二
時

三
十
分
〜
午
後
五
時

◎
場
所
：
阿
蘇
の
司　

ビ
ラ
パ
ー

ク
ホ
テ
ル
（
阿
蘇
市
）

◎
定
員
：
二
百
人
程
度

◎
参
加
費
：
無
料

◎
申
込
期
限
：
平
成
二
十
五
年

十
一
月
二
十
日
午
後
五
時
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先
／
熊
本
県
企
画

課Q
〇
九
六
ー
三
三
三
ー
二
〇
一
九

　

く
ま
も
と
未
来
会
議　

検
索

第
一
回
仕
事
と
子
育
て
両

立
応
援
セ
ミ
ナ
ー

　

仕
事
と
子
育
て
の
両
立
を
希
望

し
、
再
就
職
に
向
け
て
頑
張
っ
て

い
る
お
母
さ
ん
等
を
応
援
す
る
た

め
、
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
に
役

に
立
つ
情
報
等
を
提
供
し
、
就
職

促
進
を
図
り
ま
す
。

◎
日
時　

十
一
月
二
十
六
日

（
火
）
午
前
九
時
三
十
分
〜
午

後
三
時
三
十
分

◎
会
場　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館

パ
レ
ア
九
階
会
議
室
二
（
面
談

会
は
会
議
室
一
）

　

熊
本
市
中
央
区
手
取
本
町
八
ー

九
テ
ト
リ
ア
熊
本
ビ
ル

◎
参
加
費　

無
料　

託
児
有
（
要

予
約
）
対
象
年
齢
二
歳
か
ら
就

学
前
ま
で

◎
対
象

・
出
産
や
子
育
て
等
で
一
時
的

に
離
職
し
て
い
る
方
で
再
就

職
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
子

育
て
中
の
女
性

・
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
に
役

立
つ
情
報
等
を
知
り
た
い
方

（
転
職
希
望
の
在
職
者
も
参

加
可
能
）

◎
定
員　

三
十
名
程
度

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

公
益
財
団
法
人　

熊
本
県
雇
用

環
境
整
備
協
会

　

Q
〇
九
六
ー
三
八
二
ー
五
四
四
五

　

熊
本
県
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン

タ
ー
（
愛
称
：
く
ま
ジ
ョ
ブ
）

　

Q
〇
九
六
ー
三
五
一
ー
〇
五
〇
〇

お
母
さ
ん
の
た
め
の
再
就
職
実

践
コ
ー
ス

平
成
二
十
五
年
度
第
二
回
募
集

　

「
就
職
活
動
の
方
法
が
わ
か
ら

な
い
」
「
自
分
に
向
い
て
い
る
職

業
っ
て
何
？
」
「
パ
ソ
コ
ン
能
力

に
不
安
が
あ
る
」
…
就
業
ブ
ラ
ン

ク
に
よ
る
子
育
て
女
性
の
こ
ん
な

悩
み
や
不
安
を
三
つ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
着
実
に
解
消
し
て
い
き
ま

す
！

■
講
習
会
場　

く
ま
も
と
県
民
交

流
館
パ
レ
ア
九
階
会
議
室
四

　

熊
本
市
中
央
区
手
取
本
町
八
ー

九
テ
ト
リ
ア
熊
本
ビ
ル

■
定
員　

二
十
名

■
対
象　

次
の
条
件
を
全
て
満
た

す
人

①
十
八
歳
以
下
の
子
を
養
育
中

の
女
性

②
コ
ー
ス
修
了
後
早
期
に
就
職

す
る
こ
と
を
希
望
す
る
人

③
県
内
在
住
者

■
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

①
パ
ソ
コ
ン
講
習　

六
日
間

②
再
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー　

三

日
間

③
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ　

就
職
個
別
相
談　

一
人

二
回
程
度

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
し
ご
と
相
談
・
支
援

セ
ン
タ
ー　

〒
八
六
二
ー

〇
九
五
〇　

熊
本
市
中
央
区
水

道
町
八
ー
六
朝
日
生
命
熊
本
ビ

ル
一
階

　

Q
〇
九
六
ー
三
五
一
ー
〇
五
〇
〇

　

S
〇
九
六
ー
三
七
四
ー
九
三
七
七

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

h
ttp
://

w
w
w
.pref.kum

am
oto.jp/

site/sigotosien/
労
働
者
と
事
業
主
と
の
ト

ラ
ブ
ル
は「
あ
っ
せ
ん
」制

度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

懇
切
丁
寧
・
秘
密
厳
守
・
手
続

簡
単
！
労
働
者
と
事
業
主
と
の
ト

ラ
ブ
ル
で
お
悩
み
の
場
合
は
熊
本

県
労
働
委
員
会
の
「
あ
っ
せ
ん
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
「
あ
っ
せ

ん
」
と
は
、
当
事
者
双
方
の
主
張

を
確
認
し
な
が
ら
、
話
し
合
い
で

解
決
の
支
援
を
行
う
も
の
で
す
。

■
あ
っ
せ
ん
申
請
の
方
法　

・
申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
労
働
委
員
会
事
務

局
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
労

働
者
（
労
働
組
合
）
、
事
業

主
の
ど
ち
ら
か
ら
で
も
申
請

で
き
ま
す
。

※
労
働
者
は
、
正
規
社
員
・
非

正
規
社
員
を
問
い
ま
せ
ん
。

パ
ー
ト
従
業
員
・
ア
ル
バ
イ

ト
従
業
員
・
派
遣
社
員
・
契

約
社
員
等
ど
の
よ
う
な
就
労

形
態
の
方
で
も
利
用
可
能
で

す
。

・
申
請
用
紙
は
「
労
働
委
員
会

事
務
局
」
や
「
し
ご
と
相

談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
用

意
し
て
い
る
他
、
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
が
で
き
ま
す
。

※
な
お
、
申
請
前
に
お
電
話
等

で
労
働
委
員
会
事
務
局
に
ご

相
談
い
た
だ
く
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

■
事
例
の
紹
介　

　

会
社
か
ら
解
雇
さ
れ
た
方
が
解

雇
の
理
由
に
納
得
が
い
か
な
い
と

し
て
、
あ
っ
せ
ん
の
申
請
が
あ
り

ま
し
た
。
「
あ
っ
せ
ん
員
」
が
そ

れ
ぞ
れ
の
意
見
を
伺
い
、
調
整
し

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
双
方
が
「
あ

っ
せ
ん
案
」
に
合
意
し
ま
し
た
。

こ
の
ケ
ー
ス
で
は
、
一
回
の
あ
っ

せ
ん
で
解
決
し
ま
し
た
。

■
あ
っ
せ
ん
員
と
は
？

　

労
働
委
員
会
の
委
員
が
あ
っ
せ

ん
員
に
な
り
ま
す
。
公
益
委
員

（
弁
護
士
、
大
学
教
授
等
）
、

労
働
者
委
員
（
労
働
組
合
役
員

等
）
、
使
用
者
委
員
（
会
社
経
営

者
等
）
の
三
者
構
成
で
対
応
し
ま

す
。

■
あ
っ
せ
ん
案
と
は
？

　

あ
っ
せ
ん
員
が
提
示
す
る
解
決

案
を
あ
っ
せ
ん
案
と
い
い
ま
す
。

双
方
が
受
諾
し
た
あ
っ
せ
ん
案
は

民
法
上
の
和
解
契
約
の
効
力
を
持

つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
せ
先

　

熊
本
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　

〒
八
六
二
ー
八
五
七
〇　

熊
本

市
中
央
区
水
前
寺
六
ー
十
八
ー

一
（
県
庁
本
館
三
階
）

　

Q
〇
九
六
ー
三
三
三
ー
二
七
五
三

　

S
〇
九
六
ー
三
八
四
ー
一
四
〇
二

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.pref.kum

am
oto.

jp/soshiki/122/
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陸上自衛隊高等工科学校生徒（推薦）採用試験
◆応募資格
平成 26 年４月１日現在　15 歳以上～ 17 歳未満の男子
（平成９年４月２日～平成 11 年４月１日生）
◆受付期間
平成 25 年 11 月１日（金）～平成 25 年 12 月６日（金）
※締切日必着

◆試験日
平成 26 年１月 11 日（土）～平成 26 年１月 13 日（月）の間の指定する１日

◆試験場所
　陸上自衛隊高等工科学校（神奈川県横須賀市御幸浜２－１）
◆試験科目
　①口述試験　　　②筆記試験（作文を含む。）　　　③身体検査
◆最終合格発表
　平成 26 年１月 17 日（金）
◆入校
　平成 26 年４月上旬
◆お問い合わせ
　自衛隊熊本地方協力本部　人吉地域事務所（℡ 22-4704）

陸上自衛隊高等工科学校生徒採用試験
◆応募資格
平成 26 年４月１日現在　15 歳以上～ 17 歳未満の男子
（平成９年４月２日～平成 11 年４月１日生）
◆受付期間
平成 25 年 11 月１日（金）～平成 26 年１月 10 日（金）
※締切日必着

◆試験日
平成 26 年１月 18 日（土）

◆試験場所
　熊本市内の試験会場
◆試験科目
　一次試験　①国語・社会・数学・理科・英語（中学校卒業程度の問題）択一式（マークシート）
　　　　　　②作文　500 字程度
◆一次合格発表
　平成 26 年１月 27 日（月）
　最終合格発表
　平成 26 年２月 21 日（金）
◆入校
　平成 26 年４月上旬
◆お問い合わせ
　自衛隊熊本地方協力本部　人吉地域事務所（℡ 22-4704）
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恒松　愛
あいら

來ちゃん（女）
（平成 25年８月 11日生まれ）

水上村大字岩野
父：宏季さん　母：明菜さん

お兄ちゃんに負けず、元気に伸び
伸びと育ってね♡

 よろしくね！

月 日 曜日 上　球　磨 中　球　磨 その他地域 小　児　科

11

3 日 東病院
（TEL　45-5711）

増田耳鼻咽頭クリニック
（TEL　45-8001）

たかはし小児科内科医院
人吉市相良町　（TEL　24-2222）

4 月 犬童耳鼻咽喉科
（TEL　43-0777）

高田内科医院
（TEL　38-3677）

公立多良木病院小児科
多良木町　　　（TEL　42-2560）

10 日 こんどう整形外科
（TEL　45-6555）

犬童内科胃腸科病院
（TEL　45-1125）

権頭医院
（TEL　36-0008）

増田クリニック小児科
人吉市五日町　（TEL　22-3570）

17 日 桑原病院
（TEL　45-0205）

岩井クリニック
（TEL　49-2181）

やまむら医院
あさぎり町　　（TEL　45-0005）

23 土・
祭日

古城クリニック
（TEL　44-0321）

田中医院
（TEL　38-0061）

人吉総合病院小児科
人吉市老神町　（TEL　22-2191）

24 日 そのだ医院
（TEL　43-2063）

深水内科医院
（TEL　38-3221）

たかはし小児科内科医院
人吉市相良町　（TEL　24-2222）

※予定のため、変更になる場合もございますので、ご了承ください。

月 日 曜日 当　番　薬　局 そ　の　他

11

3 日 岡原けんこう堂薬局（あさぎり町） （TEL　45-6023）

清風薬局サンロード免田店（あさぎり町）
（TEL　49-9600）

4 日

きりん薬局原田店（多良木町） （TEL　42-6900）
高階誠心堂錦調剤薬局（錦町） （TEL　38-4940）
多良木いちご薬局（多良木町） （TEL　42-6888）
山口薬局（多良木町） （TEL　42-2123）

10 日 くるみ薬局（あさぎり町） （TEL　49-9630）

17 日
おかざき薬局（あさぎり町） （TEL　49-2905）
エスエス堂薬局吉井店（あさぎり町） （TEL　45-6055）
エスエス堂きりん本町薬局（あさぎり町） （TEL　45-6330）

23 土・
祭日

水上薬局（水上村） （TEL　47-8055）
山口薬局（多良木町） （TEL　42-2123）

24 日 犬童薬局（湯前町） （TEL　43-3903）
※予定のため、変更になる場合もございますので、ご了承ください。

◆　球磨郡医師会休日在宅医当番（11月）　◆

◆　休日当番薬局（11月）　◆
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●今月の人口●
　男　………1,138 人
　女　………1,292 人
　計　………2,430 人
戸　数………  926 戸

村花………シャクナゲ
村木………………スギ
村鳥…………セキレイ 村花「シャクナゲ」

平成 25 年９月末現在

11 月の行事予定

資源ごみ／燃えないごみ

燃えるごみ：4日・11日・18日・25日

11月のごみ収集・・・美しい水上　３R（リデュース・リユース・リサイクル）・温暖化防止活動に参加しましょう。

11
  7日：燃えないごみ

鉄くず、ガラス、陶器

14日：アルミ缶・スチール缶
透明びん・茶色びん

21日：燃えないごみ
鉄くず、ガラス、陶器

28日：アルミ缶・スチール缶
透明びん・茶色びん

 日 月 火 水 木 金 土
      1 2
 3 4 5 6 7 8 9
 10 11 12 13 14 15 16
 17 18 19 20 21 22 23
 24 25 26 27 28 29 30

11月３日㈰ もみじ祭（もみじ公園）
11月10日㈰ 秋季防火パレード
11月17日㈰ 秋フェスタinみずかみ（親水公園）
11月23日㈯ 川内秋祭り・本野収穫祭

※予定ですので、変更になることがあります。

平成25年度上半期のごみの搬入量について

～ごみの搬入量が増えています～
　平成 25年度４月から９月までの人吉球磨クリーンプラザへのごみの搬入状況をお知らせします。
　平成 23年度は、前年度より 15,490kg の減少でしたが、平成 24年度は、前年度に比べ 23,670 ㎏
の増加でした。
　しかし、今年度は、既に半年で 23,700 ㎏の増加となっておりますので、なお一層のごみの減量化
及び分別にご協力お願いします。
月 年度 可燃物 不燃物 粗大ごみ 有害ごみ 事業所搬入ごみ 資源ごみ 合計 前年同月比較 同比率

4月 25年度 26,740 2,320 80 60 3,940 6,370 39,510 2,800 7.6 %24 年度 26,440 2,120 340 50 0 7,760 36,710

5 月 25年度 22,020 3,090 10 40 5,880 7,840 38,880 6,740 21.0 %24 年度 21,480 3,350 0 30 0 7,280 32,140

6 月 25年度 20,370 1,980 420 0 3,710 7,650 34,130 5,270 18.3 %24 年度 20,980 1,290 0 0 0 6,590 28,860

7 月 25年度 27,200 2,230 320 70 4,910 6,000 40,730 6,650 19.5 %24 年度 25,720 2,770 170 0 0 5,420 34,080

8 月 25年度 22,680 3,000 10 180 3,310 5,590 34,770 △ 980 △ 2.7 %24 年度 22,730 2,900 220 260 0 9,640 35,750

9 月 25年度 24,070 1,830 0 0 3,030 7,280 36,210 3,220 9.8 %24 年度 22,090 2,310 0 60 0 8,530 32,990

合計
25年度 143,080 14,450 840 350 24,780 40,730 224,230 23,700 11.8 %24 年度 139,440 14,740 730 400 0 45,220 200,530
比較 3,640 △ 290 110 △ 50 24,780 △ 4,490 23,700

　村の収集のほかに直接搬入分等を含みます。
　粗大ごみは直接搬入分です。
　有害ごみは、リサイクルセンターに集められた蛍光管等です。

　　★お買い物にはマイバッグを持参しましょう
水上村役場　住民福祉課（担当：椎葉）　TEL４４－０３１３

））
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開
花
時
期
は
、三
月
中
旬
〜
四
月
下
旬
。原
産
地
は
中
国
。花
色
は
紅
紫
、白
。

　

木
蓮
は
、地
球
上
で
最
古
の
花
木
と
言
わ
れ
、一
億
年
以
上
も
前
か
ら
す
で
に
今
の
よ
う
な
姿
で
あ

っ
た
ら
し
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、つ
ぼ
み
の
先
が
必
ず
北
を
向
く
の
で
、方
向
を
指
示
す
る
植
物「
コ
ン
パ
ス
・
フ
ラ
ワ
ー
」と

も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

花
言
葉
：「
自
然
へ
の
愛
」「
持
続
性
」

　10月 10日（木）５・６校時に、湯山小学校、３・４・６年児
童を対象に、熊本大学より引地力夫准教授が来校され、「手作り
ロボット教室」が行われました。
　「ロボットって何」という説明を聞き、ロボット作りに取りか
かりました。助け合いながら、細かい作業を行い、全員、ロボッ
トを作りあげることができました。

ロボット教室
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